
県の指標県の指標県の指標県の指標 国の評価指標国の評価指標国の評価指標国の評価指標 県の指標県の指標県の指標県の指標 国の評価指標国の評価指標国の評価指標国の評価指標 県の指標県の指標県の指標県の指標 国の評価指標国の評価指標国の評価指標国の評価指標①新県立奈良病院の整備 新県立奈良病院の整備 長期目標を達成するため、がん患者が県内の医療機関で治療を受けることができる体制の整備が進んでいる。 安心かつ安全な質の高い医療が提供できている
②南和地域に開院する救急病院において、がん治療の充実を進める 南和の救急病院の整備      （１）チーム医療の体制が整備できている がん診療連携拠点がん診療連携拠点がん診療連携拠点がん診療連携拠点病院におけるチー病院におけるチー病院におけるチー病院におけるチーム医療の整備状況ム医療の整備状況ム医療の整備状況ム医療の整備状況（2年以内に評価方（2年以内に評価方（2年以内に評価方（2年以内に評価方法を決定し、目標法を決定し、目標法を決定し、目標法を決定し、目標値を設定）値を設定）値を設定）値を設定）

・医師以外の職種がインフォームドコンセントに必ず参加する拠点病院の割合(A18a)・妊孕性温存に関する情報が提供された40歳未満のがん患者の割合(A18e) ・センカンドオピニオンの説明を受けたがん患者の割合(A19)・拠点病院でキャンサーボードで検討された患者の割合(A23)・あなたは、ご自身にあった治療や支援を受けていると感じていますか。(Z6)　   ・あなたは、ご自身が受けている自分の治療や支援について納得していますか。(Z9)
　  　（１）安心で質の高い医療が提供できている ・拠点病院における５大がん患者の5年生存率(A15)・あなたは、がんの医療が進歩していると感じていますか（Ａ15a)

③地域がん診療連携支援病院のあり方や指定要件について検討 新指定要件を定める     (2)各療法の更なる質の向上ができている ・悪性腫瘍手術の実施件数・放射線治療の実施件数　・外来化学療法の実施件数 ・標準的治療実施割合(A11)・拠点病院における手術・化学療法クリティカルパスのバリアンス分析実施状況（Ａ11b) 　  　（２）安全な医療が提供できている ・拠点病院における５大がん患者の術後30日以内の死亡率（A14)

④がん診療連携拠点病院等における集学的治療の提供体制、チーム医療体制の整備、専門的な医療従事者の適正配置と育成
・拠点病院でキャンサーボードで検討された患者の割合(A23)・定期合同カンファレンスを実施している拠点病院の割合(A24)・放射線治療部門に専任看護士が配置されている拠点病院の割合(A26c)・放射線治療専門医の配置されている拠点病院の割合(A26d)・がん診療を統括する診療部が配置されている拠点病院の割合(A25a)・横断的な医療チームによるがん治療サポート体制がある拠点病院の割合(A24a)・がん専門薬剤師又はがん薬物療法認定薬剤師が配置されている拠点病院の割合(A26b)・放射線治療部門に専任看護士が配置されている拠点病院の数(A26c)・放射線治療専門医の配置されている拠点病院の割合(A26d)・病棟薬剤業務実施加算を算定している拠点病院数(A26g)

    (3)地域で医療連携が推進されている 県内がん診療連携拠点病院の県民治療カバー率 ・拠点病院の５大がん患者の診断から治療開始までの日数(A16)・５大がん患者数の自圏内受療率(A17)・拠点病院から地域医療機関に紹介された患者で別の医療機関に通院した者の割合(A29)・地域の医療施設のうち拠点病院が適切な連携をおこなっていると回答した施設の割合（Ａ31) がん医療の質が向上されている ・標準的治療実施割合（Ａ11)

１　がん医療（がん医療の提供）１　がん医療（がん医療の提供）１　がん医療（がん医療の提供）１　がん医療（がん医療の提供）

個別施策アウトプット個別施策アウトプット個別施策アウトプット個別施策アウトプット 中間アウトカム中間アウトカム中間アウトカム中間アウトカム 分野別最終アウトカム分野別最終アウトカム分野別最終アウトカム分野別最終アウトカム

・患者やその家族・患者やその家族・患者やその家族・患者やその家族満足度（3年以内に満足度（3年以内に満足度（3年以内に満足度（3年以内に評価方法を決定評価方法を決定評価方法を決定評価方法を決定し、目標値を設定）し、目標値を設定）し、目標値を設定）し、目標値を設定）＜指標案＞①医師による診療・治療内容に満足している人の割合②医師との対話に満足している人の割合③診断や治療方針について、自分の疑問や意見を十分に伝えられた人の割合○○○○○○○○・５年生存率

資料５－２



⑤国立がん研究センターの実施される研修の受講を促進、がん医療に携わる人材の専門性の醸成 ・専門医配置など患者にとってわかりやすく提示できる体制が整備されている 病院の診療機能等について、十分な情報提供を受けている。 患者やその家族満足度（3年以内に評価方法を決定し、目標値を設定）
⑥放射線治療について機能分化と病院間の連携を図る ・直線加速器による定位放射線治療加算をとっている拠点病院(A3)・外来放射線照射診察料をとっている拠点病院の割合(A1)     (4)がん診療に携わる専門医のあり方が整理されている

⑦化学療法について、人材育成の進め方や連携について検討 ・外来化学療法加算をとっている拠点病院割合(A9)  　・転移・再発５大がん患者の化学療法を内科医が担当している拠点病院の割合(A15)     (5)地域のがん医療を担う専門の医療従事者の育成が推進されている
・がん化学療法認定看護師が配置されている拠点病院の割合等（Ａ26a)・がん専門薬剤師又はがん薬物療法認定薬剤師が配置されている拠点病因の数(A26b)・放射線治療部門に専任看護士が配置されている拠点病院の割合(A26c)・放射線治療専門医の配置されている拠点病因の割合(A26d)・がん薬物療法専門医が配置されている拠点病因の割合(A26e)・リハビリテーション科専門医が配置されている拠点病院の割合(A26f)・病棟薬剤業務実施加算を算定している拠点病院の割合(A26g)⑧手術療法の実施体制等について実態把握を進め、必要な施策の検討⑨拠点病院と医科歯科連携により、口腔機能管理の充実と推進を図る ・口腔ケアプロトコール整備されている拠点病院の割合（Ａ27)⑩小児がん患者やその家族への支援のあり方等について検討⑪インフォームドコンセントを進め、セカンドオピニオンの体制整備 ・セカンドオピニオンの説明を受けたがん患者の割合 (A19)・拠点病院のセカンドオピニオン外来受診件数（Ａ19a)⑫診療機能、診療実績等の情報提供を進める


